
２０２４年（１０月～１２月期）における海外安全対策情報 

 

２０２５年１月 

在オーストラリア日本大使館 

ＡＣＴ（首都特別地域）キャンベラ 

 

１ ＡＣＴ（首都特別地域）の治安情勢 

（１）メディアリリース等によると、特に交通事故や交通違反が多く見られ、前年同時期

と比較すると、全体的な犯罪件数は増加傾向にあります。イスラエル、ハマスに関する

抗議活動は、断続的に市街地などで発生しているものの、件数は減少しています。 

（２）前四半期との比較 

  全体の件数自体は約１０００件増加し、特に交通違反、違法行為（対人以外）の件数

が比較的大きく変動しています。交通事故による死亡者は前四半期から５人増え、薬物

使用・飲酒が原因の危険運転による事故がメディアリリースでよく取り上げられていま

す。 

 

２ 一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

（１）犯罪発生地域の傾向 

  ア 昨年の同時期に比べ、犯罪総件数は約３００件増加し、ほとんどの地域で発生件

数は増加しています。 

  イ 「地域別犯罪発生率の傾向」について 

（２）犯罪発生件数と犯罪の傾向 

  ア ＡＣＴでの３ヶ月間の犯罪発生件数（昨年同時期の発生件数） 
 

・暴 行      ：  ７８５件（  ８３３件） －６％ 

・住居侵入     ：  ４１４件（  ４５４件） －９％ 

・殺人（未遂含む） ：    ０件（    ２件） ― 

・車両盗難     ：  ２５７件（  ２４７件） －４％ 

・対人犯罪     ：   ８０件（   ９９件） －１９％ 

・その他の対人犯罪 ： ２０６２件（ ２２２６件） －７％ 

・器物損壊     ：  ８００件（  ９２５件） －１４％ 

・交通事故     ：   ７２件（   ７６件） －５％ 

・交通死亡事故   ：    ５件（    １件） ４００％ 

・強 盗      ：   ４８件（   ４３件） １２％ 

・性的暴行     ：  １４４件（  １６１件） －１１％ 

・窃 盗      ： １６０９件（ １７６１件） －９％ 

・交通違反     ： ２０６２件（ １２０２件） ７２％ 

   ＡＣＴ全体の犯罪発生件数は昨年同時期に比べ約４％増加しています。 

イ 犯罪別の傾向 

家庭内暴力事案において、飲酒状態での口論の末、パートナーや子供に暴力を加え

る事案が多数報道されていました。ACT警察は家庭内暴力に２４時間対応できるサー

ビスを展開しており、市民に広報しています。また、若者グループによる車両窃

盗、その後の多数の交通違反、後に盗難車への放火等、連続的な犯罪が目立ちま

す。 

https://www.au.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_02060.html
https://www.au.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_02060.html


今期は、薬物に関連する報道が目立ちました。特に、自宅で大量の大麻薬物を栽培

していた男の逮捕はACT警察のメディアリリースだけでなく、ネットニュースでも取

り上げられており、密売や過剰摂取による死亡事案が報告されています。 

 

（３）今期の特性 

今期のＡＣＴ内における治安情勢は、昨年の同時期と比較すると犯罪発生率について

若干増加していることが分かります。特に交通違反者数は大幅に増加しており、すべて

の地域でほぼ２倍以上の件数が記録されています。警察のスクリーニング強化の影響も

ありますが、危険運転に巻き込まれないよう十分な注意が必要です。一方で、暴力犯罪

や性犯罪は、若干の件数減少が見られました。犯罪発生件数が減少した地域は

BelconnenとInner Southの２つの地域のみでしたが、２～５％と減少幅は小さく、

GungahlinとMolonglo Districtでは２０％近い増加が見られました。 

 

３ テロ・爆弾事件発生状況 

（１）テロ事件の発生状況 

２０２４年８月５日以降、豪州のテロ脅威レベルは「蓋然性がある（Probable）」へ 

段階をあげています。今回の引き上げは特定の事案や過激主義に基づくものでは無く、

現在進行中のテロ計画や差し迫ったテロ攻撃が予想されているわけではありませんが、

テロの脅威がなくなったわけではなく､国内外を問わずテロリストの活動は懸念されて

いるため、今後も継続的にテロに関連した最新の情報の入手に努めてください。 

（２）爆弾予告及び事件の発生状況 

現在のところ爆弾に関連した事件の発生については認知していません。 

 

４ 誘拐・脅迫事件発生情報 

 邦人誘拐等の被害については認知していません。 

 

５ 日本企業等の安全に関わる諸問題 

一般的に対日感情は良好とされ、日本企業等の安全に関わる諸問題については認知して

いません。 

 

６ 抗議活動 

日本や日本人を標的にする抗議活動は発生していません。豪州政府に対する賃金上昇や

気候変動問題を訴える抗議活動が数件発生しましたが、キャンベラでの抗議活動は平和

的に行われており、逮捕者などは確認されていません。しかしながら、こうした活動の

増加については予測ができないため、抗議活動等を見かけた場合は、決して近寄ること

なく、巻き込まれないよう十分注意してください 

 

参考： 

１．ＡＣＴ警察犯罪統計（ACT警察ウェブサイト） 

 
２．ＡＣＴ（首都特別地域）の事件発生状況（２０２４年１０月～１２月期） 

https://police.act.gov.au/crime-statistics
https://www.au.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_02059.html

